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　最近建設されている新幹線では軌道保守作業の省力化を目的
として，土構造物上スラブ軌道が広く適用されている。スラブ
軌道を敷設するためには路床に十分な支持力が求められるが，
東北新幹線の建設において，N値4未満となる支持力の小さい
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従来は地盤改良の必要あり

粘性土の路床が確認されていた。このような場合，地盤改良を
行うことが標準となるが，建設コストの低減を考慮し，路床の
表層改良と路盤の構造強化によりスラブ軌道を敷設することが
望まれていた。そこで，上下線に一体のコンクリート版を施工

する一体型RC路盤を適用することを検
討し，構造の評価を行った。本研究では
詳細な地盤調査を行った上で，起振機に
よる繰返し載荷試験および有限要素解析
を行い，一体型RC路盤の変形特性を評
価した。その結果，粘性土が十分な過圧
密状態にあり残留沈下の恐れがない状況
であれば，一体型RC路盤を用いること
で粘性土地盤上においてもスラブ軌道を
敷設できることが確認された。
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